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「虹の会」につ いて
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　　 1　 解題

　最近，学会誌等 に 「虹の会」の名前が しばしば見ら

れるよ うにな っ た 。 しか し ， 現在の本学会員 で その実

態を 正 しく知 る 人 は，お そ ら く こ く少な い こ とと思わ

れる 。 しかく申す私も，「虹の会」が活動して い たと

きはまだ小学生 で あ っ たか ら ， それ につ い て 何を知る

わけで はな い 。 しか し，幸い な こ とに 「虹 の 会」の核

とな っ て活動された東堯先生がご健在で お られる し，

加えて 「虹の会」 に 関する当時の記録がたま たま私の

手元 にある。 時 に当た り色彩学会 も国際大会開催の時

運にある 。 今が 自国の色彩研究史を顧 み る好機で もあ

る ようだ 。 そ の ような こ とと，「虹 の 会」につ い て
一

度は報告する義務が自分に課せ られて い る と以前か ら

思 っ て い た こ と に よ っ て ， 小文をまとめた。

　こ の資料を残されたのは，本学会の前身 で ある色彩

科学協会の会長もなさ っ た，故広瀬誠
一

先生 で ある 。

先生は臼本国有鉄道技官を経て ，関西 ペ イン ト研究所

長をされた方 で ， 私 の恩 師上原之節先生の義兄 に当た

られる 。 広瀬先生 は趣味を含め万事に高度な関心をも

たれる 方だ っ た 。 資料保存と整理分類に も並々ならぬ

研究心を寄せ られ，私も直接手ほどきを受けた 。 万事

最高の興昧をもっ て合理 的 に 考えられる方だっ たか ら，

現在な ら早速パ ソ コ ンを マ ス タ
ー

されただろう 。 私も

先生 の 謦咳に接 して ， 色彩の 基礎知識，用語その 他の

面 で ずい ぶ ん裨益 を い ただい た 。 先生は残す価値あり

と判断されたもの は，会議の印刷 資料はもちろん，一

片の 紙面 へ の メモ 書きま で ， い っ さ い をま とめ て 時間

順に綴じで おられ た 。 「虹 の 会」の記録もその
一

つ で ，

経緯は省略ずるが今私がお預か りしている 。

　小文を叙する に 当た り，私の勝手な判断で 機械的な

資料報告の形でな く，読み物 に近いかたち にまとめる

こ ととした。全資料の完全記録掲載がまさる こ とはよ

く承知するところ で あるが，それ は別な機会 に譲る こ

とを了承 して い た だきた い 。 この 主観的な記述法採用

を，泉下 の 先生 もき っ と許して くださる と思うか らで

ある 。

　 2　 f研究隣組」につ い て

は じ め に，「虹の会」を組織する直接の原因 と な っ

た，「研究隣組」に っ い て触れ て お き た い 。 そ れは戦

火もたけなわ とな っ た昭和 18年 に政府の指令 によ っ て

組織された ， 日本全国の 自然科学分野の研究者を
一

つ

に 結集す る ため の 科学研究団体 の 正 式名称 で あ り，そ

れの第
一

回会合はその年の 9月20日にあっ た 。

「研究隣組」につ い て は ， 日本の代表的物理学者 とし

て 知 られる仁科芳雄の 著になる 「研究隣組要解』によ

っ て，そ の 内容を大略知る こ とができる 。 当時仁科は，

研究隣組運営委員長の任 に あ っ た 。

「要解」序文に記 される と こ ろ によれ ば， 社 団法人

「全 日本科学技術団体聯合会」（会長，長岡半太郎）に

対して 政府か ら，科学研究 の刷新向上 の ため科学隣組

を組織し活動せ よ，との助成指令があ っ た 。 日本を究

極の勝利に導 くため ， 科学研究の隣組を組織し ，

一
致

団結 して 科学技術の優秀性を発揮させよう で はな い か，

とい う趣旨によるものだ っ た 。 全国の中央か ら末端に

い たるま で の 全科学者結集の命令が発せ られた と こ ろ

に ， 風雲急とな っ た時局の
一

端が うかがわれる 。

『研究隣組要解」の章立 て は ， 設置の趣旨と意図，運

営，結成と構成，活動の順となっ ており，付録として，

運営委員会規定 ， 委員な らびに幹事の名簿 ， 研究隣組

精神が付されて い る 。 ちなみ に最 後の 「研 究隣組精

神」は，西堀榮三郎理学博士の筆になる 。 以下，それ

らの要点に ざ っ と触れる 。

　まず設置の 趣旨と意図で は，わけ て兵器の改善と生

産の飛躍的進展の解決が挙げられ ， そのためには科学

技術 の 研究体制 の 整備拡充と研究の 独創化，合理 化，

能率化を促進 して ，迅速な適材適所の人材配置と資料

提出が必要 と説かれ る 。 厂研究隣組」はその要請 へ の

対応として 設置されるもの で あり， そ の 主眼は次 の 3

点に要約 で きる。

　  選定された単
一

研 究主題 に つ い て ， 年齢 学歴 ，

　　　所属を問わず，実 力ある研究者をあ て る 。

　  　組員は相互協力 し緊密に連絡 しながら，円滑化，

　　　速度化，合理化して，主題の解明を図る 。

　◎　研究隣組は科学技術研究の基底の国家的機関で

　　　あり，研究成果を国家の要請にも っ とも適切 に

　　　貢献させる動員の生きた基礎 で ある。

　仁科 は語を継 い で 言う 。 研究者の 孤立は国冢的な損
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失だから ， 交互作用 により研究の進展 を図る こ とが大

事だ 。 研究の 実現に向け，研究の 各領域をまとめて未

端的細胞組織を結成すれば， 迅速適切 に 問題解決 に 当

たる こ とがで きる 。 必要なの は隣組同士の相互連絡 で

ある ， と 。

　蛇足の私見を付する と，こ の仁科の 考え方は今日で

も立派に通用するものであろう 。 相互交流の規模は大

きく ， 視点は高 い ほどよい。
こ の当然の こ とが ， 今 で

もか今だか らか，な かなか実行で きな い 。 「虹 の 会」

は上に言われる宋端組織の
一

つ であっ た。

　次 の 運営 で あるが，「研究隣組」は内閣総理大臣の

命で っ くられ，運営の ために委員会を設 ける 。 委員会

には，委員長，委員，幹事を置き， 必要 で あれば中継

の運営機関 をさらに設 ける 。 各隣組はその下部 に置か

れる （組織 系 の 図示 あ り）。 運営委員会 は政府 の 指導

の もと で，以下の実務を行う 。

　  研究主題の重点的設定

　  　研究隣組の 設定 ， 裔成

　◎　活動状況の 調査

　  　経費の 査定 ， 補助

　  　中継的運営機関 の 指導

　  　研究成果の活用斡旋

　次は研究隣組の結成と構成である 。 その結成 は ， 画

一
的， 命令的 で はな い と断っ た上 で ， 既 存の 活動体が

ある場合と新設する 場合とを分けて説明する 。 既存団

体は趣旨理解の上活動を活発化させる 。 新設の場合は ，

単
一

主題 に適 した団体 （「虹 の 会」は こ れに相当）と

個人に分かち，前者は委嘱し，後者につ い て は中継的

運営機関が面倒 を見る 。

　構成は，主題 によ っ て 組員数は異なるから制限 しな

い。 1隣組 ご とに，組長 ，世話人を各 1名ずつ 置く 。

世話人補佐，なら び に 斯道の権威者を相談役に 置 い て

もよ い 。 以上は会長が委嘱する 。 ただ し，とく に機密

を要するものは，特別班 と して その研究は保護さ れる 。

　次に ， も っ とも重要な内容 となる研究活動 で ある 。

それは研究報国の 念をも っ て ， 相互 に信頼し協力 して

推進させる 。 隣組の こ の 活動は，組員各自の 現在の 研

究活動を制限する もの で はな い 。 具体的な活動項目は

次 の 通り。

　  　研究討議会

　  実 地 見学な ら び に 共同研究

　  　資料の 収集配布

　  講習会開催

　以上のような活動 の 柱に ， さ らに細か く異体的な説

明が付され て い る 。 たとえば，研究討議会につ い て は，

組長を中心 に月 1回程度開催 し建設的に研究主題を討

議する が，必要なら相談役以外の研 究者を招い て 指導

を受 ける 。 実地見学，共同研究 は，隣組 の 事情で 実施

の 仕方は違うが，眼目は研究推進にと っ て操作や作業

の実態に触れる こ との必要を認識さ せ る こ と にある 。

また ， 収集 した資料は死蔵せす ， 広 く科学技術の水準

向上 の ため に 活用す る 。 講習会 は ，研 究活動 に 必要 な

知識を共有するために行う 。 それは単一主題 こ とでも

地 ±或こ とでもよ い 。

　ざ っ と以上 の ような内容 である が，運営委員会の メ

ン バーに触れ る と，委貫長仁科芳雄 。 以下委員は ， 技

術院部課長 ， 陸海軍大佐 （空軍は軍の構成上独立 して

いな い）， 文部省科学局 ， 商工 省総務局，菓京帝大工

学部，全日本科学技術団体聯含会，そ の他産業界代表

が居並ぶ 。 色彩に関係深 い ところでは，東京芝浦電気

研究所長が参加 して い る 。 さ らに時局を反映して，科

学動員協会 とい う機関の代表者の 名が見 られる の が興

味深 い 。 幹事は，以上各分野か ら補佐役を出 している

ほか ， 日本医師会 ， 東京帝大航空研究所， 電気試験所

等の機 関か らの参加があ り， なか で も蘖京芝浦研究所

員西堀榮三 郎の名が注囲される 。

　最後に，こ の西堀が書い た 「研 究隣組精神」に触れ

る。文のはじめ で 彼 は言う 。 時局 が多方面の科学研究

を急速 に活発化する こ とを求め て も簡単で はない 。 研

究独善者やくさ っ て い る者を適切に 生かす方法が隣組

の結成 で ある 。 同 じ問題に関わる者 同土が ， 互 いに角

を取 り ， 磨ぎ合 い 励ま し合 っ て 熱意 と創意を の ばす の

が 自然な方法だ 。 研究隣組は，特権階級の 集ま る何々

委員会ではな く，庶民階級のもの だ 。 政治はわか らず

政党的集まりで もな い，閥の な い 真剣な科学技術討論

の場であ っ て，議論 してもすぐ理解 し合える し， 他人

の研究の横取 りや抜け駆けなどな い ，仲閻で ある ， と。

　以下 ， 戦時局下 で の研究者の大 団結をうたうの だが，

問題 は軍が 目を光らして い る なか で よく堂々と民主主

義にそ の まま通 じる こ とを言っ た点 にある 。 そ の 内容

は，ス トレートに現在に も通用する根本問題の指摘と

な っ て い る 。 こ の よ うな考え の披瀝が非常時下 で もで

きた人だ から こ そ，戦後の刮目すべき活躍を成しえた

の だ ろう 。

［＝＝ ＝＝二＝ ＝＝＝ ＝ ＝ ＝ ＝コ 24 匚＝＝ 二：：：：＝ ：＝ ：：＝＝：：ニコ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日 本色彩学会誌　　VOLUME 　20 　NVMBER 　 11996 コ

　こ の 「精神」の最後の部分に お い て も，大事な こ と

を彼は藷 っ て い る 。 すなわち ， 戦時多端のお り，貴重

な費用 と時間を時局の要請に合わない主題には使えな

い 。 だが，研究とは未来性を多分に含むも の で ある べ

きだ 。 研 究主題の軽重を浅薄な知識で批判するのはよ

ろしくない ， と 。 その発薔は ， 今な ら当然きれること

な の かも しれな い 。 だが黒 い 雲がね じ曲が っ て 流れ て

い た当時，嵩い た い こ とを公然と発言しえなか っ た時

代 に ， 研 究に未来性 が欠けてはな らな い と，そうでな

ければ独創的研究は出な い と い う言外の意昧を込め て，

決然と言 っ た の で あ る 。 色彩磆究を担当 した研究隣組

「虹 の 会」が，そ の よ う な リーダーの も と で発足 した

の は ， ある意昧では幸い だ っ たと私は思う 。

　　 3　 「虹の 会」の 成立と経緯

　記録 によれば，「虹の会」の結成となる第 ｝回会合

は ， 昭和 旧年 9月 20日午後 5時か ら科動会館 で 開かれ

た 。 本研究隣組を組織する目的は，測色ならび にその

応用 に 関する研究に 置かれて い た 。 そ の研究組織の 正

式名称 は 「1007番研究隣組」で あ っ て
， 組長 は山内二

郎，世話人東堯で ある 。 当日の会議議事録に ， 組員増

員の 件 ， 予算の 件 ， 今後の 運営方 針等に並ん で ， 「5．

本会の 略称を
“

虹の会
”

とす」とある か ら，こ の 日を

も っ て 「虹の会」が発足 したわけである 。

　第 1回会合で 決定された次回の 話題 は ， ス ペ ク トル

色 の最小判別域測定，色神の 測定方法，明 る さの 絶対

値の測 定 ， ライフオ色度計の構造及び改良 ， である 。

ちな み に以下の記述 は，すべ て 会合議事録によ っ て 行

っ たもの で ある Q

　さ て ，順序は逆 になる が，こ こ で 昭和 18年 12月28日

現在に おける 「1007組 （虹の会）組員名簿」に よ っ て，

「虹の会」発足時点の メンバ
ー

を名簿記載順 に したが

っ て 記 して おく。なお項目の 順は原本 と変え て ， 役職 ，

氏名，所属の順と したが，氏名及び所属名は記載の 表

記のままに記 した 。

組長 　　　山内二 郎

世話人 　　東　堯

担当幹事　雨宮綾夫

組員 尾本義一

平石 文雄

澤　潤
一

電氣試験所第三 部

東京芝浦電氣電燈照明研

究所

東京帝大第
一

工 学部力学

教室

東京工 業大學

内閣印刷局研究所

印刷 局病 院

廣瀬誠
一

藤 井兼籌

吉城肇蔚

関　秀光

神 1埼　邇

花岡利昌

岡田喜義

岡松正泰

金澤壽吉

西村龍介

藤澤　信

酒田文右 エ 門

山崎千里

小川安朗

吉成吾郎

稲村耕男

大塚　任

梅川　梅

関西ペ イ ン ト株式會社研

究所

軍需省陶磁器 試験所

日産自動車研究部

日本標準色協會

第 8陸軍技術研究所

海軍航空技術厰航空医学

部

電氣試験所第
一

部

電氣試験所第六部 ．

慶應大學豫科

小西六写 眞工業綜合研究

所

富士写眞 フ イルム株式會

社

陸軍技術本部第七研究所

海軍航空技術廠航空医學

部

陸軍被服本廠

陸軍被 服本廠

東京工業大學

東京帝大医学部眼科教室 ，

東亰警察病院眼科

東京芝浦電氣電燈照明研

究所

（なお，末尾梅川氏の 苗字につ い て は後

述 当該箇所 を参照された い 。 ）

　第 2回会合 は同年 9月 23Eヨ午後 2時半よ り京都で 開

催 。 京都商工 省陶磁器試験所を見学 して ，製造週程，

色着け ・色の 種類，藤井技師考案の 色度計の説明を受

けた 。 なお，議事録 には隣組番名 と虹の会の名が併記

され て い る。

　第 3回会合は同年 10月 25日午後 5時半よ り科動会館

で 開催。会員増加 の 件 ， 沢氏 による ス ペ ク トル色最小

判別域測定 と ， 30× 3ロセ ン チ大 の 空色を高輝度光体 に

て 得 る 話 ， があ り討議された。議事録 は隣組番名と虹

の 会 の併記によ る 。

　第 4回会合は同年 11月2B日午前11時半から午後 5時

ま で ，南足柄村富士 フイル ム研究所 で開催 。 研 究所長

藤沢氏が製品等の説明，次長庄野伸雄氏が天然色写真

の原理 ， その諸方式，製造な らびに現像工程の講義を
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した 。 次 いで コ ダ ッ ク社の天然色 映画の初期な らびに

最近の作品を鑑賞した 。

　なお ， 今回から議事録の頭記が 「虹の会」のみとな

っ たことが注目される 。 以後議事録 は虹の会 の 名称を

も っ て記されて い る 。

　第 5回会合は昭和 19年 1月？B日午後 5時半か ら ， 新

橋駅階上 の 食堂に て開催。

　前回見学の天然色写真の懇談 。 及び沢氏がス ペ クト

ル 色の最小判別域測定法の配布プリン トに より ， 色神

感度曲線が出来上がるま で の歴史 ， 経路 ， 方法 につ い

て 文献を追 い詳細に説明 した 。

　第 6回会合は同年 3月 5日午前 ll時半か ら東京芝浦

電気に て 開催 。 電燈照明研究所及び特殊ガ ラ ス試作工

場を見学する 。 毘学項 目 は
， 各種の蛍光放 電燈 ， 光電

池測光ほか各種 の測光器，輻射熱電堆，各種の色度計 ，

各種の光源 ， 色 ガラス の製作過程 で ある 。

　後，議事に入 り，各組員 に 研究また は 調査希望事項

及び発表文献の 2事項を問い合わせ る こ と，なら び に

以後の発表予定 と 発表者 （カ ッ コ 内）を決 定した 。 す

なわ ち，  3色 色度計の 試作計画 （東），  光電

色度計の試作計画 （東，藤井），◎ 　色の名称 （関），

  　自記分光 光度 計 （岡松），   　測 色用の表及 び図

集作成 （岡松），◎　色に関する図書一Riohterの本

の 翻刻ない しは翻訳をする 。 色の文献集 （広瀬）

　また，東の 「混合等色法に よる測色」の別刷りを配

布 。

　第 7回会合は同年 4月 9日13時半よりEl本標準色協

會を見学。 和田三造，関氏か ら説明を受ける 。 内容は ，

  色紙による色 立体 を考え ， 純色 （立体 の 表面），

濁色 （立体の 中味），灰色 （立体の縦軸）を色感覚的

にほぼ等闘隔 に分類した色票を作成 して いる 。   　色

名 に 関 して 故事有職などを収集 して い る 。 ◎　諸物の

色を色票 で 表現 して ある 。   色立体の模型 を製作 。  

国民学校か ら高等 師範に い た る 色彩 教材の 製作。 

も っ とも適当 と思われれ る 色名の 紹介 。 配付資料は，

  色名 （色規格関係と国民学校関係を対応させたも

の）  　色彩教育標準色明度 当合図　で あ っ た 。 後，

色票製作現場と測色現場の見学 。 藤沢組員は天然色写

真の 3原色を持参しその色名を質した。

第 8回会合は同年 5月30日 16時より三會堂東洋軒で

開催 。 関氏が初等用色彩教材の説明と24種の 純色標準

（仮）の Leifo色度計に よる i則色結果を提出 。 それを

規格統
一

調査委員会の意向のもと で ， 岡田 ， 吉城 ， 集

の諸氏と有志が i則色する こ とと した 。 また藁世話役が

Riohte 「色度計の優秀性を強調 し ， 最 明色に関する

最近の研究結果を発表。

　第 9回会合は同年 6月30日 15時より丸の内ホテル に

て開催 。 議題が航空機に関 しての問題 で あっ たため，

こ の議事録 には マ ル秘の印が押ざれ て いる 。

　山崎組員が，航空医学 の 全貎 の解説と色彩研究の 要

望事項を説明した 。 高高度における眼の性質及び色彩

の問題で ， 内容は以下の こ とし 。   　光覚は酸素欠乏

に敏感 で ある 。   　色覚，視野に対する 影響 。 ◎　輪

状暗点を生 じる 。   昼間用，夜聞用の保護眼鏡は何

色がよ い か 。   　対比向上の問題 。 昼間も夜間もあ り。

◎　簡単 な測色器。  　簡単な低照度測定器 。   　細

密階段の 色紙 。

　ま た，稲村組員 よ り Rlchterの 著書翻 訳 を 文部省

に援助申請の提案があり ， 討議の結果翻訳の主査尾本

組員 ， 幹事東世話人と決定され る 。

　虹の会　幹事会

　上記表題 の 会合が同年 7月E9日3D日の両日にわた り

伊豆大仁ホテルにて 開催 。

　色規格に 関する こ とが議題 で ，意見はあるが現在は

賛成せざるを得な い 。 しか し色の記載がXYZ に決ま

っ て 奮ばしい 。 次の課題 は ， 色紙の測色を正確簡便 に

し， UO ＄系を改良し ， 理想的色規格を樹立する こ と

で ある 。 また，RiGhterの翻訳は，20年 9月脱稿す

る ， 訳者は尾本 ， 広瀬 ， 岡田 ， 金沢 ， 沢 ， 東 ， 山内 ，

藤井，吉城 （記載順）が担当と決定 した 。

　第 10回会合は同年 9馴 2日 17時よ り丸の内ホテル で

開催。議事録には ， 灯火管制訓練 の 布告の ため組員が

予定通 りに参集 しなか っ た ， という付記がある 。

　沢組員 の 研究報告は ス ペ ク トル色相判別 閥 に つ い て

で，Helmholtz −KO ∩ ig−Beohsteln の OroB −

ze 　 Farbmisch 　apparat を使 っ た 。 輝度合わせ

は半視野を555mμ と し他の 半視野に ス ペ ク トル色を

入れ て ，直接異色測光によ っ て 等輝度に なるニ コ ル の

調整位置を定め た，等の研究結果が発表ざ れた 。 吉城

組員か ら ， 被服の染色のちらばりが ひどくな っ た ， ど

の くら い におさえれ ばよ い か ， と い う質問があり， 沢

一 コ 26 ［二＝二：＝ 二 こ＝ 二＝＝ 二 こ＝ ＝：］
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本色彩学会誌　　VOLUME 　20 　NUMBER 　t　1996

組員が，疲労による
一

時的色盲現象だろうか ら白色板

を見れば直る，と答え て い る 。

　なお，マ ル秘扱い の 「航空色に就て」と い う同年 9

月 7日の 日付をも つ 論文が綴 じられているが ， その内

容 に つ い て は割愛 する 。 著者 は東京芝浦電気研究所 の

東と中川梅で ある 。 （先に示 した組員名簿記載の 「梅

川梅」はその後結婚して 「中川梅」に改姓した こ とを

付記する。以上は棄先生の こ 教示による。）

　ag　1］回会合は 同ff　11月 28日 17時よ り丸の内ホ テ ル に

て開催 。

　議事は ， リヒタ
ー

（マ マ 〉翻訳の 件と 「科学知識」

誌20年 1月 号が虹 の 会員 に よる 色彩特集とな る 件，及

び沢組員が新幹事になる件である 。 研究報告は 「航空

色に つ い て （マ マ ）」で
， 東世話人 ， 中川組員 が航空

色の 日本的規格を立 て るま で の研究経過を説明 した 。

次 い で 東世話人が 「董色 の カ」と い う研究 を発表 。 内

容は，桃色蛍光放電灯は全 体の光度の 0，4％ し か 寄与

しな いが ， 水銀の鐘色スペ ク トル線がそれに貢献大で

あり， そ の色度的能力を数字的に表 した 。

（上記 「科学知識」の 色彩特集号は，本学会誌に東先

生の所蔵誌が復刻掲載されて い るので参照 されたい 。 ）

解散する こ とにな っ た，と い う内容が続い て述べ られ

る 。 すなわち，その書面が記 さ れた昭和E1年 4月 IB日

をもっ て ，「虹の会」は正式に解散されたの で あっ た 。

この最後の挨 拶文を書 いたの は ， 1007組世話入棄堯 で

ある。

　しか し，敗戦によ っ て 色彩研究を専門とする集団の

活動が， その彩りすべ てを失 っ て しまっ たわけではな

い。正確には い つ の こ とか資料を今 欠くため不 明 で あ

るが ， 後に色彩科学協会関西支部となる活動がまず関

西 で 開始さ れ，そ れを受け て 昭和 28年 5月 13日電気倶

楽部におい て色彩科学協会関東支部が結成された 。 支

部長尾本義
一

， 幹事東堯 で ， 会員は 「虹 の 会」の メ ン

バ
ー

に 加 え て 新参加 の 方々 で ある 。 わが国 の 学会 的な

色彩研 究集団の活動の 第 2期に入っ たわけで ある 。 し

か し
， 当日の 議事録 に は 通 信先不 明 の た め 通 知 も れが

あっ たとた だし書きされ ， なお戦後のきびしさが感じ

られる記録 とな っ て い る 。

　第 12回会合は昭和20年 2月 （用紙が劣悪 で判読のた

め不正確）22日15時より，丸の 内ホテ ルに て開催 。 坪

井滋憲氏 （光村原色版印刷所目黒研究所）が組員と し

て新加入 。 広瀬組員が 「塗料と色」につ いて講演 。 塗

料の 色混合は原則 的 に subtraotive で ある が
一

部

は addltive で あり，　 dichromati＄m ，　 E3ezold−

BrUckeza 象も見られると実例によっ て説明 した。

　　 4　 「虹の会」の終焉と色彩科学協会の誕生

「虹の会」と して の記録は上記の時点で終わっ て い る 。

第 H 回会合からは，次回の 聞催予定日が大 幅に遅れ出

して い た 。 その ようなことはそれ以前 にはなか っ たこ

とで あるから ， 時局の暗転がまざまざと反 映され て い

るようだ 。 次 には
一
転する文面の 挨拶状が 綴 じられ て

い る 。 そ の 書ぎ出レは次 の よう で あ る 。 「拝啓　春暖

の 候 とな り御清祥を賀し申します。 永らく御無沙汰い

た しました 。 そ の 間に大激変がありま したが，悪夢の

ような感が致 します」。 そ して 昨年来の審議を経た結

論 として，われわれの組織の根本精神は民主主義的で

あ っ た し 戦後も新装 し て 継続する こ と が望 ま れ た が ，

経済的な基盤が失われ たのでひとまず研究隣組組織 を
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